
協協
働働
とと
公公
共共
ササ
ーー
ビビ
スス

協

働

の

意

味

こ
れ
か
ら
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

市市
やや
地地
域域
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
とと
のの
協協
働働
をを

進進
めめ
たた
いい
ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
をを
支支
援援
しし
まま
すす

支
援
対
象
と
な
る
事
業

支
援
対
象
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

支

援

の

内

容

選

考

方

法

応

募

方

法

No.７３４

徳
島
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
わ
き
出
る
力
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
を
形
成
し
、ミ
ッ
シ
ョ
ン（
活

動
目
的
）
の
実
現
に
向
け
た
活

動
と
な
り
、
そ
し
て
そ
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
活
動
領
域
を
大
き
く
広
げ

よ
う
と
す
る
と
き
、
行
政
と
手

を
取
り
合
う
こ
と
が
「
協
働
」

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

協
働
の
目
的
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

行
政
が
出
せ
る
限
り
の
資
源
を

出
し
合
い
、
市
民
の
立
場
に
立

っ
た
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
誰
も
が
住
み
や
す
い

社
会
を
創
る
こ
と
で
す
。

「
市
民
の
、市
民
に
よ
る
、市

民
の
た
め
の
地
方
自
治
」、そ
し

て
、
行
政
は
そ
の
一
端
を
担
う
、

そ
ん
な
新
し
い
時
代
を
今
、
ま

さ
に
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

で
も
、
行
政
が
、
市
民
と
と
も

に
考
え
た
り
、
協
力
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ

の
関
係
は
行
政
主
導
で
、
市
民

は
補
完
的
立
場
で
参
加
す
る

「
市
民
参
加
型
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
」
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
市
民
と
行
政

と
が
対
等
な
立
場
で
役
割
と
責

任
を
分
担
し
つ
つ
連
携
す
る

「
市
民
協
働
型
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
」
と
し
て
、対
象
と
範
囲
を

拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
と

な
り
ま
す
。

※
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
保
健
、

福
祉
、社
会
教
育
、ま
ち
づ
く
り
、

環
境
保
全
、子
育
て
な
ど
、本
市

行
政
が
関
わ
り
得
る
事
業
で
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、市
民
自
ら
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
の
重
要
性
が

認
識
さ
れ
、徳
島
市
に
お
い
て
も
数
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
、豊
か
な
社
会
を
目
指
し
た
活
動
に
熱
い
思
い
を
も
っ

て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。す
べ
て
の
市
民
が
住
み
や
す
い
徳
島
市
づ
く
り
の
た
め
、行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
手
を

取
り
合
う
、そ
ん
な
協
働
を
目
指
し
て「
徳
島
市
協
働
提
案
事
業
支
援
制
度
」を
創
設
し
ま
し
た
。

ＮＮＮ
ＰＰＰ
ＯＯＯ
ののの
皆皆皆
さささ
んんん
ののの
提提提
案案案
ををを
いいい
かかか
ししし
ててて

協協協協
働働働働
がががが
創創創創
るるるる
豊豊豊豊
かかかか
なななな
未未未未
来来来来
へへへへ

〜〜
協協
働働
提提
案案
事事
業業
支支
援援
制制
度度
をを
創創
設設
〜〜

「値段が安くておいしい」と評判の、とくしま語り場はNPOにより運
営されています。（ふれあい健康館１階）

協
働
提
案
事
業
支
援
制
度
は
、

市
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

協
働
事
業
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
さ
ん

か
ら
募
集
し
、
実
施
に
向
け
て

の
支
援
を
行
お
う
と
す
る
も
の

で
す
。

支
援
の
対
象
と
な
る
協
働
事

業
は
次
の
事
業
で
す
。

①

市
と
協
働
で
、
公
共
サ

ー
ビ
ス
を
市
民
に
提
供
し
よ
う

と
す
る
事
業

②

市
内
の
各
種
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
団
体
と
協
働
で
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
に
提
供
し

よ
う
と
す
る
事
業

③

①
、②
を
複
合
的
に
、さ

ら
に
他
の
行
政
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

を
加
え
て
実
施
す
る
事
業

こ
れ
ら
の
事
業
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
既
に
実
施
し
て
い
る
事
業
を

そ
の
ま
ま
実
施
す
る
場
合
は
、

支
援
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

全
く
の
新
規
事
業
で
あ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
サ
ー
ビ
ス

内
容
や
対
象
者
の
拡
大
な
ど
が

必
要
で
す
。

な
お
、
事
業
期
間
は
、
補
助

金
の
交
付
決
定
の
日
（
８
月
上

旬
を
予
定
）
か
ら
、
平
成
１９
年

３
月
３１
日
ま
で
で
す
。

支
援
の
対
象
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
、
①
市
内
に
お
い
て
、
過
去

１
年
以
上
活
動
を
行
っ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
②
５
人
以
上
の
構
成

員
を
持
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
な
り
ま
す
。

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は

営
利
を
目
的
と
し
な
い
社
会

貢
献
活
動
を
行
う
「
民
間
非
営

利
団
体
」
を
指
し
、
特
定
非
営

利
活
動
促
進
法
に
基
く
認
証
を

受
け
た
法
人
で
あ
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、
政
治
、

宗
教
的
な
活
動
を
行
う
団
体
は

除
く
）。

提
案
さ
れ
た
協
働
事
業
の
う

ち
、
選
考
委
員
会
に
選
ば
れ
た

事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

■
１
事
業
あ
た
り
の
補
助
限

度
額＝

５０
万
円
（
た
だ
し
、
事

業
費
の
９
／
１０
以
内
）。

■
補
助
金
の
総
額
お
よ
び
補

助
を
行
う
事
業
の
数＝

補
助
金

総
額
は
２
０
０
万
円
、
全
部
で

４
件
の
事
業
を
選
考
す
る
予
定

で
す
。

■
補
助
金
の
使
途
の
制
限＝

補
助
金
は
、
協
働
事
業
の
直
接

経
費
と
し
て
使
用
し
、
①
構
成

員
の
人
件
費
、
食
糧
費
②
事
務

所
施
設
、
機
器
等
維
持
経
費
③

研
修
費
等
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
経
費

④
そ
の
他
経
常
的
経
費
に
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
の
支
出
時
期＝

補

助
金
は
事
業
終
了
後
に
お
渡
し

し
ま
す
。
た
だ
し
、
選
考
後
の

協
議
で
、
事
業
実
施
の
た
め
に
、

必
要
不
可
欠
と
認
め
る
と
き
に

は
、
そ
の
必
要
額
を
適
時
支
出

し
ま
す
。

■
選
考
後
の
協
議＝

選
考
さ

れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
関
係
課
な
ど

と
綿
密
な
協
議
を
行
い
、
７
月

中
を
め
ど
に
実
施
に
向
け
た
協

定
書
の
締
結
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
料
お
よ
び
応
募
期
間

終
了
後
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
、
選
考
委

員
会
に
お
い
て
、
支
援
す
る
協

働
事
業
を
選
考
し
ま
す
。

■
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン＝

提
案
す
る
協
働
事
業
の
意

義
に
つ
い
て
説
明（
１０
分
程
度
）

を
行
い
、そ
の
後
、選
考
委
員
と

の
質
疑
応
答
を
行
い
ま
す
。
６

月
中
旬
開
催
を
予
定
。

■
選
考
委
員
会＝

市
が
選
定

す
る
学
識
経
験
者
な
ど
の
選
考

委
員
５
〜
６
人
が
、
応
募
資
料
、

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

内
容
、
協
働
の
相
手
方
と
な
る

関
係
課
な
ど
か
ら
の
意
見
書
に

よ
り
非
公
開
で
選
考
し
ま
す
。

な
お
、
開
催
は
６
月
下
旬
を

予
定
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
選

考
委
員
会
の
議
事
要
旨
と
選
考

理
由
を
公
表
し
ま
す
。

■
選
考
基
準＝

左
表
が
選
考

の
基
準
（
予
定
）
で
す
。

次
の
応
募
書
類
と
添
付
書
類

を
、市
民
協
働
課（
市
役
所
南
館

２
階
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
書
類

・
応
募
申
請
書

・
事
業
計
画
書

・
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
協
働
の
役
割
分
担
表

・
収
支
計
画
書

・
団
体
の
概
要

添
付
書
類

・
最
新
の
事
業
年
度
に
お
け
る

事
業
報
告
書
お
よ
び
収
支
決
算

書・
構
成
員
名
簿

な
お
、
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
用
の
資
料
に
つ
い
て
は
、

別
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
お
よ
び
応
募
書

類
の
様
式
は
、
市
民
協
働
課
と

徳
島
市
市
民
活
力
開
発
セ
ン
タ

ー
（
幸
町
３
丁
目
７１

幸
町
会

館
１
階
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

募

集

の

期

間

５
月
８
日
�
〜
６
月
９
日
�

な
お
、
応
募
は
１
団
体
あ
た

り
１
提
案
を
限
度
と
し
ま
す
。

協働事業にかかる基準
●市が関わるべき事業か
●事業の実現性は高いか
●事業の先進性は高いか
●関係課などは、協働体制をとれるか
●今後の協働事業への影響は大きいか

応募団体にかかる基準
●実現できる団体か
●支援期間終了後、継続的に実施できる団体か

月１日
発行：徳島市（毎月１日・１５日発行）
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【
構
造
改
革
特
区
と
は
・・
】

【
地
域
再
生
と
は
・・
】

【
特
区
・
地
域
再
生
の
ア
イ
デ

ア
募
集
・
相
談
に
つ
い
て
】

◆
提
案
の
ポ
イ
ン
ト

児児
童童
扶扶
養養
手手
当当

特特
別別
児児
童童
扶扶
養養
手手
当当

児児
童童
手手
当当
のの
手手
続続
きき
をを

第７３４号 平成１８年５月１日 （２）

構
造
改
革
特
区
は
、
従
来
の

「
規
制
は
全
国
一
律
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
方

か
ら
「
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

規
制
を
認
め
る
」
と
い
う
考
え

方
に
転
換
を
図
る
た
め
、
平
成

１４
年
７
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
地
域
経
済
の
活
性
化
や
産

業
の
集
積
、
新
規
産
業
の
創
出

な
ど
を
図
る
た
め
に
、
地
域
自

ら
の
発
案
に
よ
り
、
特
定
の
地

域
の
規
制
を
緩
和
し
ま
す
。

地
域
再
生
は
平
成
１５
年
１０
月

に
ス
タ
ー
ト
し
、
特
区
と
同
様

に
地
域
自
ら
が
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、
地
域
経
済
の
活
性
化

や
雇
用
機
会
の
創
出
な
ど
、
地

域
活
力
の
再
生
を
図
る
た
め
の

構
想
を
考
え
、
提
案
す
る
も
の

で
す
。

そ
の
地
域
の
取
り
組
み
に
対

し
て
、国
は「
持
続
可
能
な
地
域

再
生
」の
実
現
を
図
る
た
め
、財

政
面
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

特
区
・
地
域
再
生
へ
の
提
案

は
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん

か
ら
国
に
対
し
て
直
接
行
う
こ

と
が
で
き
る
制
度
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
徳
島
市
で
は
、
個
性

と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
様
々
な
ア
イ
デ

ア
や
提
案
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

ア
イ
デ
ア
の
あ
る
人
は
、
次

の
「
提
案
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
踏

ま
え
、
電
子
申
請
・
郵
送
・
フ

ァ
ク
ス
・
持
参
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
、
企
画
調
整
課
ま
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
制
度
の
内
容
や
提
案

方
法
な
ど
が
よ
く
分
か
ら
な
い

場
合
は
、
企
画
調
整
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
ど
の
よ
う
な
規
制
を
緩
和
・

撤
廃
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な

国
の
支
援
措
置
を
活
用
す
る
の

か
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
（
事
業
）
を
推
進
す
る
の
か
、

具
体
的
に
示
し
て
く
だ
さ
い
。

�
事
業
を
実
施
す
る
う
え
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
確
に
し
、

具
体
的
な
提
案
内
容
や
事
業
主

体
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

�
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
期
待
で
き
る
経
済
的
社

会
的
効
果
を
具
体
的
に
示
し
て

く
だ
さ
い
。

制
度
に
つ
い
て
、
詳
し
く
知

り
た
い
人
は
、
徳
島
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

現
在
、
国
に
お
い
て
、
近
年
の
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
産
業
構
造
の
変
化
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
構
造
改
革
特
区
」、「
地
域
再
生
」
制
度
が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
国
が
政
策
を
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
住
民
ニ
ー
ズ

や
実
情
に
合
っ
た
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
国
の
政
策
立
案
に
参
画
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
徳
島
市
は
、
個
性
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、

構
造
改
革
特
区
・
地
域
再
生
制
度
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

構構構
造造造
改改改
革革革
特特特
区区区
・・・
地地地
域域域
再再再
生生生
制制制
度度度
ののの

活活活
用用用
ににに
取取取
りりり
組組組
んんん
ででで
いいい
ままま
すすす
���

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
に

は
、
徳
島
市
へ
の
申
請
（
認

定
請
求
）
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
手
当
は
い
ず

れ
も
、
認
定
請
求
を
し
た
日

の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
、

支
給
事
由
の
消
滅
し
た
日
の

属
す
る
月
分
ま
で
支
給
さ
れ

ま
す
。

な
お
、
各
制
度
ご
と
に
受

給
者
な
ど
の
所
得
限
度
額
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
申
請
要
件
や
必
要
書

類
に
つ
い
て
は
あ
ら
か
じ
め

子
育
て
支
援
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
対
象
﹈
離
婚
、
死
亡
、
障

害
、
１
年
以
上
の
遺
棄
・
拘

禁
状
態
な
ど
で
父
親
の
養
育

を
受
け
て
い
な
か
っ
た
り
、

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

た
１８
歳
以
下
の
児
童
（
１８
歳

に
達
す
る
日
以
降
、
最
初
の

３
月
３１
日
ま
で
の
児
童
。
一

定
の
障
害
の
あ
る
児
童
は
２０

歳
未
満
ま
で
）
を
養
育
し
て

い
る
母
ま
た
は
養
育
者
。

た
だ
し
、
遺
族
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
（
老
齢
福
祉
年

金
を
除
く
）
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
や
児
童
が
児

童
福
祉
施
設
な
ど
（
保
育
所

や
通
園
施
設
な
ど
を
除
く
）

に
入
所
し
て
い
る
場
合
な
ど

は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
時
効
に
よ
り
受
給

資
格
が
な
く
な
り
請
求
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

﹇
手
当
額
﹈
所
得
額
、
児
童

の
人
数
や
対
象
年
度
に
よ
っ

て
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

﹇
対
象
﹈
身
体
ま
た
は
精
神

に
一
定
の
障
害
の
あ
る
２０
歳

未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
父
母
、
ま
た
は
養
育
者
。

た
だ
し
、
児
童
が
そ
の
障

害
に
よ
っ
て
公
的
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
や

児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
保
育

所
や
通
園
施
設
な
ど
を
除

く
）
に
入
所
し
て
い
る
場
合

な
ど
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

﹇
手
当
額
﹈
障
害
の
状
態
や

対
象
年
度
に
よ
っ
て
金
額
が

変
わ
り
ま
す
。

児
童
手
当
の
制
度
が
改
正

さ
れ
、給
付
対
象
が
、「
小
学

校
３
年
生
修
了
前
ま
で
」
か

ら
、
「
小
学
校
６
年
生
修
了

前
ま
で
」
に
拡
大
さ
れ
、
併

せ
て
所
得
制
限
も
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
で
、

新
た
に
対
象
と
な
っ
た
人
が

給
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、

手
続
き
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
確
認
の
上
、
お
早

め
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

児児
童童
扶扶
養養
手手
当当
・・
特特
別別
児児
童童
扶扶
養養
手手
当当

申申
請請
をを
受受
けけ
付付
けけ
てて
いい
まま
すす

平
成
１８
年
６
月

か
ら
公
募
型
指
名

競
争
入
札
の
対
象

と
な
る
工
事
な
ど

の
予
定
価
格
を
３

千
万
円
以
上
１
億

円
未
満
に
拡
大
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
電
子
入
札

の
範
囲
も
、
下
表

の
と
お
り
、
段
階

的
に
拡
大
し
ま
す
。

電
子
入
札
は
紙

入
札
に
比
べ
事
務

の
省
力
化
が
図
れ
、

参
加
業
者
を
入
札

後
に
公
表
す
る
こ

と
か
ら
、
談
合
防

止
の
効
果
も
あ
り
、

競
争
性
や
透
明
性
が
向
上
し
、

行
政
コ
ス
ト
の
削
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

公募型指名競争入札や電子入札などの
対象範囲を拡大

保健センター
ふれあい健康館内

なんでも相談市民センター
市役所１階 �６２１－５２００・５１２９５月の無料相談５月３日は憲法記念日

女性センター アミコビル４階 �６２４－２６１３
５月３日は憲法記念日です。昭和２２

（１９４７）年のこの日に施行された日本国
憲法は今年で５９年を迎えました。日本国
憲法は、恒久平和、基本的人権の尊重、
国民主権を基本理念とした平和憲法です。
この基本理念に基づき、昭和６０年６月

に市議会で議決された「徳島市非核平和
都市宣言」も平和主義の理念から市民の
暮らしを守ろうとするものです。
今日世界では、平和を脅かす情勢が続

いています。今こそ、日本国憲法の平和
原則を見つめなおし、平和であることの
尊さについて市民一人ひとりで考えてみ
たいものです。
問 総務課（�６２１－５０１６）

※は保健師、他は医師が相談に応じます。

《パートタイム労働なんでも相談》
［場所］女性センター第２会議室
［対象］市内在住・在勤・在学の人
［日時］１２日� １０：００～１２：００

＊※は予約制で、１０日�８：３０から電話でのみ予約受
付。先着２７人（各日９人）で１人２０分以内。
＊行政相談委員相談は、ふれあい健康館１階相談室
でも実施。［とき］１７日�１３：００～１５：００
＊司法書士相談は、シビックセンター５階第２活動室で
も実施。［とき］１４日�・２８日�１０：００～１２：００※託児あり（１歳～就学前まで。要申し込み）

《専門員による相談》［対象］市内在住の人

１３：００～１６：００
１３：００～１５：００
１３：３０～１６：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１３：００

９：００～１５：３０

９：００～１５：３０

１７・２４・３１日�
１日�
２・１６日	
１８日


毎週月・金曜
毎週火曜
２５日


毎週月～金曜

毎週月～金曜

弁 護 士※
行政相談委員
人権擁護委員
土地家屋調査士
司 法 書 士
行 政 書 士
住まいづくり
心 配 ご と
（相続・離婚など）

交 通 事 故

《医師・保健師による健康相談》�６５６－０５１５
［対象］市内在住の４０歳以上の人【要予約】

１３：００～１５：００

１３：３０～１５：３０

１３：００～１５：００
１３：３０～１５：３０
１３：００～１５：００
１３：００～１７：００

９・２３日	

１０日�

９・２３日	
１０日�
１８日

２４日�

一般健康相談
禁煙支援相談
認知症予防相談
こころの健康相談
家族などの介護を
行う人の健康相談
歯 科医師相談
生活習慣改善相談※

《ウオーキング相談》�６５６－０５３１
［対象］市内在住で医師から運動制限の指
示を受けていない４０歳以上の人【要予約】

２・１６日	
１３：３０～１４：００・１４：００～１４：３０・１４：３０～１５：００

平成１９年度中
一般競争入札
【電子入札】

公募型指名競争入札
【電子入札】

指名競争入札
【電子入札】

平成１８年１０月～
一般競争入札
【電子入札】

公募型指名競争入札
【電子入札】

指名競争入札
【紙入札】

平成１８年６月～
一般競争入札
【電子入札】

公募型指名競争入札
【電子入札】

指名競争入札
【紙入札】

現 行
一般競争入札
【電子入札】

公募型指名競争入札
【電子入札】

指名競争入札
【紙入札】

予定価格

１億円以上

６０００万円～
１億円
３０００万円～
６０００万円
１０００万円～
３０００万円
１０００万円
未満

《女と男の生き方相談》
［対象］市内在住・在勤・在学の人

◆女性センター開所日
１０：００～１７：００
〈休〉日曜、火曜、祝日

年末年始

１８：００～２０：００
１０日�・１２日�
１７日�・１９日�

一 般 相 談
カウンセリング
・電話
・面談（要予約）
�６２４－２６１３
夜 間 相 談
・電話（要予約）
・面談（要予約）
�６２４－２６１３

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈企
画
調
整

課
�（
６
２
１
）５
０
８
５
、

�（
６
２
４
）０
１
６
４

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈子
育
て

支
援
課
�（
６
２
１
）５
１

９
４

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈監
理
課
�

（
６
２
１
）５
３
２
６

各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。
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内 容

ハーブのアレンジメント

ウェディングブーケ

シルクアレンジメント

※時間はいずれも１０：３０～１２：３０

開催日

６／７�

６／２８�

７／５�

回

１

２

３

内容（初心者コース）

パソコン基本操作
インターネット・メー
ルの基本操作
ワードの基本操作

※時間はいずれも１３：３０～１６：３０

開催日（全１６回）

６／７・１４・２１・２８
７／５・１２・１９・２６
８／２・９・１６・２３・３０
９／６・１３・２０

（３） 平成１８年５月１日 第７３４号

INFORMATION

募 集

とくしま植物園
フラワーアレンジメント教室（夏コース）
とくしま植物園（渋野町入道）緑の相談
所で。対象は、市内在住・在勤の人。日時
・内容は下表のとおり。講師は古賀好恵さ
ん。定員は２０人（抽選）。参加費は６，０００円
（３回分）。

申 往復はがきに、住所・名前・年齢・電
話番号・教室名・返信宛て名を記入し、５
月１５日�までにとくしま植物園緑の相談所
（〒７７１－４２６７ 渋野町入道４５－１ �６３６
－３１３１）へ。徳島市ホームページ「電子申
請」からも申し込み可。

身近な川の一斉調査
６月４日�９：００～１２：００。市内の河川
から水を採取して水質検査を行い、水質マ
ップを作成。小学生以下は保護者同伴で。
申 電話またははがきで、住所・名前・年
齢・電話番号を５月２２日�までに環境保全
課（〒７７０－８５７１幸町２－５�６２１－５２１３）へ。

障害がある人が学べるパソコン講座
障害者生活支援センター眉山園（南庄町
５）で。対象は、市内在住で身体障害者手
帳を持つ、パソコン初心者。日時・内容は
下表のとおり。定員は８人（抽選）。受講は
無料（ただし、テキスト代３，０００円が必要）。

また、訪問型パソコン講座も開催。対象
は市内在住で、外出困難な障害者。日時・
内容（全１６時間）などは講師と相談のうえ
決定。定員は若干名（抽選・初心者優先）。
申 障害者生活支援センター眉山園（�６３３
－３３３１）
問 福祉課（電６２１－５１７７）

応急手当の実技講習会
５月２１日�１３：００～１６：００。東消防署（新
蔵町１）で。人工呼吸法や心臓マッサージ、
止血法など。受講は無料。
問 東消防署（�６５６－１１９５）、西消防署（�
６３１－０１１９）

手づくりこんにゃく講座
５月２０日�９：００～１２：００。ふれあい健
康館（沖浜東２）２階調理実習室で。徳島
産こんにゃくいもを使用。定員は２０人（抽
選）。材料費２００円。
申 はがきで住所・名前・電話番号を５月
１０日�までに生涯福祉センター（〒７７０－
８０５３ 沖浜東２－１６ �６５７－０１９０）へ。

ガラススタジオ
赤ちゃん誕生記念品の制作
５月１４日�・２８日�９：００～１２：００。徳
島ガラススタジオ（勝占町中須）で。足型
は３カ月児、手型は１歳児くらいから。１０
人（先着順）。１個４，０００～５，０００円。
申 １０：００～１７：００に電話で徳島ガラスス
タジオ（�６６９－１１９５）へ。

催 し

とくしま植物園
ガーデニングコンクール作品展
５月７日�まで。とくしま植物園（渋野
町入道）で。愛好家が作り上げたコンテナ
ガーデンやハンギングバスケットなど約５０
点を展示。入園は無料。また、期間中はミ
ニ園芸教室なども開催。
問 とくしま植物園緑の相談所（�６３６－
３１３１）

とくしま動物園
ゴールデンウィークのイベント
◇５月７日�まで「押し花の世界」展◇
５月７日�１１：００～・１４：００～ぬいぐるみ
劇団とんからりん公演◇５月３日�～５日
�１２：００～１５：００押し花教室◇５月４日�
・５日�１３：００～１５：００シャボン玉で遊ぼ
う◇５月６日�１３：００～１５：００ヴォルティ
スと遊ぼう
このほか多彩な催しあり。入園料は一般

５００円、中学生以下無料。
問 とくしま動物園（�６３６－３２１５）

市立図書館
〈５月のおはなし室プログラム〉
◇６日�お話と絵本◇１３日�大型紙芝居
◇２０日�お話と手遊び◇２７日�おんぶとだ
っこのふれあい遊び。いずれも１０：３０～１１：
００。◇２８日�エンジョイイングリッシュ。
１０：００～１１：００。参加は無料。
問 市立図書館（�６５４－４４２１）

お 知 ら せ

市役所東側駐車場を
観光客に無料開放
５月３日�～７日�９：００～１９：００。市
役所庁舎東側のJR牟岐線沿い駐車場を観

光客に無料開放。
問 観光課（�６２１－５２３２）

市税などの納付は
便利な口座振替で
口座振替できるのは①固定資産税②市・
県民税（給与天引き分を除く）③軽自動車
税（同一名義分はすべて対象）④国民健康
保険料⑤市営住宅使用料⑥介護保険料
申 預金通帳とその印鑑、平成１８年度分の
納税（納入）通知書を持って、通知書に記
載の金融機関（郵便局を除く）で手続きを。
問 ①②③納税課（�６２１－５０７９）、④保険
年金課（�６２１－５３８４）、⑤住宅課（�６２１－
５２８６）、⑥介護保険課（�６２１－５５８２）

国保料の納付にご協力を
徳島市では、５月を「国保料収納率向上
特別対策月間」とし、保険料の未納世帯に
対して日曜特別徴収や夜間戸別訪問、電話
催告などを実施。やむを得ない事情で納付
が遅れている場合は、相談を。
問 保険年金課（�６２１－５１５７、５１６４）

麻しん・風しんの予防接種の変更
４月１日から、麻しん・風しん混合ワク
チンによる予防接種（対象：生後１２カ月以
上２４カ月未満）を開始。麻しん・風しんの
単独ワクチンを両方とも接種せず、両方に
かかっていない幼児は、予診票（現在持って
いる人）と母子健康手帳を持参して、２歳の
誕生日の前日までに委託医療機関で接種を。
問 保健センター（�６５６－０５４０）

きっかけ体操教室
毎週月曜日に開催中
ふれあい健康館（沖浜東２）１階きっか
け空間で毎週月曜日（祝日は除く）１０：００
～１１：００に開催。ビデオを見ながら体操。
対象は４０歳以上で医師から運動制限を受け
ていない市民。参加は無料。希望者は直接
会場へ。
問 保健センター（�６５６－０５３１）

緊急通報装置の貸し出し
電話回線を使って病気や事故などの緊急
事態の発生を協力者に通報する装置。
対象は、市内在住の一人暮らしで、おお
むね６５歳以上の人、または障害者手帳（１
・２級）を持ち、所得税が課税されていな
い人など。申請時に協力者が２人必要。装
置と工事代は無料。修理代や電話料金など
は本人負担。貸し出し台数に限りあり。
申 ５月３１日�までに▽高齢者＝ながいき
課（�６２１－５１７６）▽身体障害者＝福祉課
（�６２１－５１７１）

漏水調査にご協力を
５月９日�～９月２２日	。内町・新町・
西富田・東富田・佐古・渭北・勝占・川内
・応神・渭東・昭和・津田・加茂・加茂名
の各地区において、配水管および排水管か
ら各戸の水道メータまでの漏水調査を実施。
宅地内に入らせていただくこともあります

ので、ご協力を。なお、調査は無料。
問 水道局維持課（�６２３－１１８８）

農業事故にご注意を
６月１０日までは「春の農作業安全運動月
間」。農作業の機械化が進む中、機械使用中
の事故が後を絶ちません。作業時の安全確
保には細心のご注意を。特に、農業機械は、
格納するまで、安全使用・運転を。
問 農林水産課（�６２１－５２５２）

農地の貸し借りの
申し出を受け付け
農業経営基盤強化促進法によるもの。対
象は、市街化調整区地内の農地で、借り手
は経営規模の拡大を志向する農家。
特徴は▽農地法の許可が不要で小作地所
有の制限を受けない▽契約期間が過ぎれば
離作料を支払うことなく確実に返してもら
える－など。
申 貸し手・借り手の印鑑、貸借する土地
の登記事項証明書を持参し、５月１２日	ま
でに農業委員会事務局（市役所３階 �６２
１－５３９３）へ。

市立図書館
５月５日�は臨時開館
５月５日�は、子ども読書週間のため臨
時開館。開館時間は９：００～１８：００。
問 市立図書館（�６５４－４４２１）

保健センター母子保健ルーム（沖浜東
２ ふれあい健康館２階）で、次のとお
り実施します。接種は無料。
［対象］生後３カ月～９０カ月未満で、２
回投与を受けていない乳幼児。
［実施日］５月９日�・１０日�・１１日

・１２日	・１６日�・１７日�・１８日
・１９
日	・２４日�
［受付時間］１３：００～１４：００

ポリオの追加接種をお勧めします

昭和５０年～５２年生まれの人が受けたポ
リオワクチンは効果が小さいため、ポリ
オウイルスが根絶されていない国に渡航
する人やお子さんが予防接種を受ける人
は、ワクチンの再接種をお勧めします。
接種は、県立中央病院・徳島大学病院、
徳島赤十字病院の各小児科で実施（予約
が必要）。なお、任意のため有料。
［問い合わせ先］保健センター（�６５６
－０５４０）

ゴールデンウィークのごみ収集

５月３日�～５日	は、通常どおりご
みを収集します。
問 生活環境課（�６２１‐５２１７）

５月は軽自動車税の
納期月です

納期限は５月３１日�

考古資料館企画展 開催中考古学入門講座（大地からのメッセージ９） 女性センター講座受講生
募 集

受講生募集
遺物が語る食文化古代のロマンを求めて

女性センター第１会議室（シビックセンター４階）で次
の講座を開催します。

自己尊重トレーニング
自分をもっと大事にする、好きになることを考える講座。
［日時］５月２４日～７月２６日の毎週水曜日（全１０回）

１３：３０～１５：３０
［対象］市内在住・在勤・在学の女性

子どもの思春期、どう過ごす？
～思春期の子どもを持つ母親どうしの語り合いの会～
さまざまな思いや悩みをひとりで抱え込まずに、気持ち
の整理や自己理解を深めていきませんか。
［日時］５月２２日～７月１０日の毎週月曜日（全８回）

１３：３０～１５：３０
［対象］思春期の子どもを持つ、市内在住・在勤の女性

～縄文時代から江戸時代～古代のロマンを紹介しながら、文化の謎の一端を解明します。
［日時・内容］下表のとおり ［場所］考古資料館研修室
［定員］８０人（先着順） ［受講料］１，０００円（全５回分）
［申し込み］所定の申込用紙に記入し、受講料を添えて徳島
市立考古資料館（国府町西矢野 �６３７－２５２６）へ。

縄文人の食料（ハマグリ、アカガイ、マガキなど）

［とき］７月２日�まで（ただし、毎週月曜日は休館）
［ところ］徳島市立考古資料館展示室
［展示資料］徳島市内から出土した縄文土器・弥生土
器・土師器などの土器、陶磁器、金属製品や自然遺物
（食料）など約４００点
［問い合わせ先］考古資料館（�６３７－２５２６）

［定員］各１０人（抽選） ［受講料］無料
［申し込み］電話で５月１５日�までに徳島市女性センター
（�６２４－２６１１）へ。

講 師
徳島市立考古資料館長

一 山 典
香川県文化財センター文化財専門員

長 井 博 志さん
松山市教育委員会文化財課趣主事

岸 見 泰 宏さん
�高知県文化財団埋蔵文化センター調査第４係長

廣 田 佳 久さん
海陽町立海部小学校教諭

早 渕 隆 人さん

※いずれも時間は、１４：００～１６：００

演 題

阿波の古代寺院と
役所

古代讃岐の役所

伊予の古代寺院

古代土佐の役所と
出土文字

古代阿波の祭祀具

開催日

５／２７�

６／２４�

７／２２�

８／２６�

９／２３�

ポリオ予防接種を実施

凡例： は申し込み先 は問い合わせ先 徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。問申



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
活
動

団
体
名
の
表
示
板
設
置

徳
島
市
も
応
援
し
ま
す

第７３４号 平成１８年５月１日 （４）

徳
島
市
は
、
平
成
１８
年
度
か

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ

る
道
路
の
清
掃
活
動
を
市
が
支

援
す
る
「
み
ち
ピ
カ
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
市
民
や
企
業

な
ど
の
団
体
が
一
定
区
間
（
２

０
０
㍍
以
上
）
の
道
路
の
清
掃

美
化
を
定
期
的
に
行
う
ア
ド
プ

ト
活
動
を
、
行
政
が
支
援
す
る

こ
と
で
、
街
の
美
化
を
進
め
て

い
く
事
業
で
す
。

ま
た
、
道
路
の
環
境
美
化
だ

け
で
な
く
、
道
路
に
対
す
る
愛

護
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
道
路

利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上
を
啓
発

す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

ア
ド
プ
ト
と
は
、
英
語

で
「
養
子
に
す
る
」
の
意

味
で
、
参
加
団
体
が
一
定

区
間
の
道
路
を
「
養
子
縁

組
」
し
て
活
動
す
る
こ
と

か
ら
、
こ
う
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
で
き
る
の
は
、
町

内
会
な
ど
の
地
域
住
民
団

体
、
企
業
、
学
校
な
ど
の

団
体
で
す
。
市
の
認
定
を

受
け
た
後
、
道
路
維
持
課

の
管
理
す
る
道
路
で
、
清

掃
や
除
草
を
し
て
、
そ
の

後
、
集
め
た
ご
み
を
市
の
分
別

方
法
に
従
っ
て
分
別
し
、
搬
入

し
て
も
ら
い
ま
す
。

担
当
す
る
道
路
に
は
、
団
体

名
や
事
業
名
な
ど
を
記
し
た
表

示
板
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

市
は
、
清
掃
用
具
な
ど
の
支

給
、
傷
害
保
険
、
賠
償
保
険
へ

の
加
入
費
用
の
負
担
、
搬
入
さ

れ
た
ご
み
の
処
理
（
無
料
搬
入

券
の
交
付
）
を
行
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
参
加
す
る
に
は
、

み
ち
ピ
カ
事
業
認
定
申
請
書
の

提
出
な
ど
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
道
路
維
持
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

友
達
や
親
族
の
い
な
い
見

知
ら
ぬ
土
地
で
子
育
て
を
す

る
転
勤
族
の
マ
マ
た
ち
の
苦

労
は
並
大
抵
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
初

め
て
の
子
育
て
な

ら
な
お
さ
ら
。

「
ど
こ
の
小
児

科
が
い
い
の
？
」

「
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
ど
う
す

れ
ば
？
」
こ
う
し

た
疑
問
も
だ
れ
に

聞
い
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
と
い
う
マ
マ
た
ち
も
少

な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

助
任
保
育
園
内
に
あ
る
子
育

て
セ
ン
タ
ー
で
毎
週
月
曜
日
に

活
動
し
て
い
る
「
転
勤
族
マ
マ

の
会

わ
た
ぼ
う
し
」
は
、
そ

ん
な
マ
マ
た
ち
の
貴
重
な
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
会
員
は
１７
組
。
出
身

地
も
千
葉
県
か
ら
鹿
児
島
県
ま

で
さ
ま
ざ
ま
で
、
毎
回
１０
組
く

ら
い
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

活
動
と
い
っ
て
も
、
特
に
何

を
す
る
か
決
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
午
前
１０
時

か
ら
午
後
２
時
ご
ろ
ま
で
、
参

加
者
が
思
い
思
い
に
遊
ん
だ
り
、

お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
。
月
一
回

は
、
臨
床
心
理
士
と
ベ
テ
ラ
ン

保
育
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
が
行
わ
れ
、
悩
め
る
マ
マ
た

ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

「
家
で
子
ど
も
と
ず
っ
と
一

緒
に
い
る
と
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

り
ま
す
が
、
こ
こ
に
来
れ
ば
、

子
ど
も
も
自
分
た
ち
も
ス
ト
レ

ス
発
散
で
き
ま
す
」
と
話
す
の

は
、
代
表
の
広
本
奈
美
子
さ
ん

と
武
井
聡
子
さ
ん
。
「
子
ど
も

は
い
ろ
ん
な
年
代
の
子
ど
も
と

遊
べ
る
し
、
私
た
ち
は
こ
こ
で

し
か
で
き
な
い
よ
う
な
情
報
交

換
が
で
き
る
」
と
言
い
ま
す
。

実
際
、
広
々
と
し
た
セ
ン
タ

ー
内
に
あ
る
す
べ
り
台
や
ま
ま

ご
と
セ
ッ
ト
で
元
気
に
遊
ぶ
子

ど
も
た
ち
の
傍
ら
で
、
お
し
ゃ

べ
り
に
花
を
咲
か
せ
る
マ

マ
た
ち
の
表
情
は
と
っ
て

も
和
や
か
。
中
に
は
「
子

ど
も
の
た
め
じ
ゃ
な
く
て
、

自
分
の
た
め
に
こ
こ
に
来

て
ま
す
」
と

い
う
メ
ン
バ

ー
も
。

会
費
は
入
会
時
に
１
０

０
円
。
そ
の
ほ
か
、
行
事

が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
。

「
行
っ
て
み
た
い
な
と

思
う
人
が
い
た
ら
、
気
軽

に
遊
び
に
き
て
ほ
し
い
」

と
広
本
さ
ん
た
ち
は
話
し

て
い
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈広
本
さ
ん

�
０
９
０
（
７
８
９
９
）
８

１
９
６
、
武
井
さ
ん
�
０
８

０
（
３
１
６
４
）
０
５
７
６

ははは
じじじ
めめめ
ててて

みみみ
ままま
せせせ
んんん
かかか
？？？

｜｜
みみ
んん
なな
のの
力力
でで
きき
れれ
いい
なな
道道
路路
にに｜｜

転勤族ママの会
わたぼうし

とと
くく
しし
まま

子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
解
消
の
場
に

みみみみみみ
ちちちちちち
ピピピピピピ
カカカカカカ
事事事事事事
業業業業業業

９０

みちピカ事業の
イメージキャラクター

説
明
会
を
開
催

つ
る
ぎ
町
の
半
田
商
工
会

女
性
部
長
の
梶
寿
美
さ
ん
に

よ
る
先
進
地
事
例
紹
介
の
ほ

か
、
み
ち
ピ
カ
事
業
に
つ
い

て
の
詳
し
い
説
明
を
行
い
ま

す
。
み
ち
ピ
カ
事
業
へ
の
参

加
を
検
討
さ
れ
て
い
る
人
や

関
心
を
持
た
れ
た
人
は
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
と
き
﹈
５
月
１９
日
�
午
後

２
時
か
ら

﹇
と
こ
ろ
﹈
市
役
所
１３
階
第

１
研
修
室

ク
イ
ー
ン
リ
バ

ー
号
に
乗
っ
て
、

ひ
ょ
う
た
ん
島
周

辺
を
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
し
ま
せ
ん
か
？

徳
島
市
と
新
町
川
を
守
る
会

で
は
、
市
内
中
心
部
「
ひ
ょ
う

た
ん
島
」
を
一
周
（
約
３０
分
）

し
、
水
の
都
・
徳
島
を
体
感
で

き
る
Ｐ
Ｒ

ク
ル
ー
ジ

ン
グ
船

「
ク
イ
ー

ン
リ
バ
ー

号
（
定
員

１２
人
）」を

運
航
し
て

い
ま
す
。

乗
船
場

所
の
新
町

川
水
際
公

園
ボ
ー
ト

ハ
ウ
ス
前

に
は
車
い

す
用
リ
フ

ト
が
あ
り
、

車
い
す
の

人
で
も
利

用
で
き
ま
す
。

乗
船
は
無
料
で
す
。

新
町
川
と
助
任
川
に
囲
ま
れ

た
ひ
ょ
う
た
ん
島
周
辺
に
は
、

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
漂
う

新
町
川
水
際
公
園
、
四
季
折
々

の
草
花
が
咲
き
誇
る
助
任
川
河

岸
緑
地
な
ど
、
表
情
豊
か
な
お

す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
し
て

い
ま
す
。

陸
か
ら
眺
め
る
の
と
は
ひ
と

味
違
う
船
上
か
ら
の
風
景
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

﹇
運
航
日
時
﹈
３
月
中
旬
〜
１０

月
中
旬
の
土
・
日
・
祝
日

た
だ
し
、
７
月
２０
日
〜
８
月

３１
日
は
平
日
も
運
航

﹇
運
航
時
間
﹈
１３
時
〜
１６
時

（
７
・
８
月
は
１７
時
〜
２０
時
）

﹇
乗
船
受
付
﹈
運
航
開
始
時
刻

の
１
時
間
前
か
ら
両
国
橋
北
詰

め
新
町
川
水
際
公
園
ボ
ー
ト
ハ

ウ
ス
前
で
受
け
付
け
ま
す
。
悪

天
候
な
ど
で
中
止
、
あ
る
い
は
、

運
航
コ
ー
ス
を
変
更
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

ひひひひひひょょょょょょううううううたたたたたたんんんんんん島島島島島島ＰＰＰＰＰＰＲＲＲＲＲＲ船船船船船船運運運運運運航航航航航航

▲笑い声が絶えない「わたぼうし」のメンバー

▲心地よい風を切って、水面を進むクイーンリバー号

第２８回 徳島市子どもまつりとととと くくくく しししし まままま 動動動動 物物物物 園園園園徳徳徳徳 島島島島 城城城城 博博博博 物物物物 館館館館
ハハハハッッッッピピピピーーーーババババーーーーススススデデデデーーーー イイイインンンン ズズズズーーーーゴゴゴゴーーーールルルルデデデデンンンンウウウウィィィィーーーーククククのののの子子子子どどどどもももも体体体体験験験験学学学学習習習習 ［とき］５月５日�１０：００～１５：００

［ところ］徳島中央公園（雨天時は中央公民館）
［内容］市内青少年団体によるバトントワ
リングや鼓笛演奏、各コーナーでのおもち
ゃ作りやチャレンジランキング、スポーツ、
もちつき、お茶席など ※参加は無料です
［問い合わせ先］社会教育課�６２１－５４１７

とくしま動物園が誕生日を迎える入園者を祝福
［実施期間］平成１９年４月２１日まで
［該当者］誕生日の前後１週間以内に来園した人
（年齢は問いません）
［特典］◎入園時に誕生日が証明できるものを提
示して申し出ると、お誕生日おめでとうリボンを
つけてもらえます（退園時にご返却ください）
◎とくしまファミリーランドの乗り物券１枚、園
内レストランで使えるジュース無料券の進呈
◎イベントの優先受け付け（但し、ゴールデンウ
ィークなどの繁忙期にはできない場合がありま
す）
◎職員やボランティアらから「おめでとう」の声
かけ
［問い合わせ先］とくしま動物園�６３６－３２１５

◆百人一首競技かるた徳島県王座決定戦（個人戦）
［とき］５月３日�１０：００～（当日９：３０～先着順で受け付け）
［定員］３２人（小学生以上）
◆～雅の遊び～ 投扇興王座決定戦
［とき］５月４日�１３：００～（当日
１２：１５～先着順で受け付け）
［定員］８０人（小学生以上）
◆お殿さま、お姫さまに大変身
［とき］５月５日�１３：００～（当日
１２：１５～先着順で受け付け）
［定員］男女各４０人（身長１１０㌢以
上なら誰でも）
※いずれの催しも参加無料（但し、
高校生以上は入館料が必要）
［問い合わせ先］徳島城博物館�６５６－２５２５ ▲イベントを楽しむ親子連れ＝昨年

﹇
問
い
合
わ
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先
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﹇
問
い
合
わ
せ
先
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光
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�

（
６
２
１
）５
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２
ま
た
は
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新
町
川
を
守
る
会
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６
５

５
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２
０
１
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